
〜
今
後
の
財
政
見
通
し
〜

広報 42009／4月号
広報5 2009／4月号

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）

　

ま
た
、
20
年
度
に
国
の
２
次
補
正
予
算
の

臨
時
交
付
金
事
業
分
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
活

性
化
基
金
へ
積
立
て
し
た
３
，
７
１
０
万
円

全
額
を
繰
入
れ
、
国
に
認
め
ら
れ
た
交
付
金

事
業
へ
充
当
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
り
い
た
だ
い
た
寄
附
金
３
４
２
万
円

も
、
寄
附
者
の
希
望
事
業
へ
充
当
（
内
訳
別

掲
）
し
ま
す
。

　

町
債
（
町
の
借
り
入
れ
金
）
総
額
は
前
年

度
よ
り
伸
び
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
通
常
行

な
わ
れ
る
普
通
建
設
事
業
に
対
す
る
増
額
で

は
な
く
、「
性
質
別
に
見
た
予
算
の
特
徴
」（
２

ペ
ー
ジ
）
に
も
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
繰
上

償
還
の
た
め
の
「
借
換
債
」
や
、
地
方
交
付

税
と
一
体
と
し
て
算
定
さ
れ
る
「
臨
時
財
政

対
策
債
」
が
大
き
く
伸
び
る
と
見
込
ん
だ
た

め
で
す
。

　

統
計
調
査
に
係
る
報
酬
の
増
や
特
別
会
計

か
ら
の
異
動
に
よ
り
0
・
5
％
の
伸
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、全
会
計
を
含
め
た
総
人
件
費
は
、

前
年
度
よ
り
６
，
５
６
８
万
円
ほ
ど
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

公
債
費
（
町
の
借
金
の
返
済
）
が
３
，
３

３
６
万
円
伸
び
て
い
る
の
は
、
前
掲
の
繰
上

償
還
分
で
６
，
７
７
１
万
円
程
の
増
額
と

な
っ
た
た
め
で
、
こ
れ
を
除
く
と
、
町
債
発

行
分
は
前
年
度
よ
り
約
３
，
４
０
０
万
円
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
に
最
上
広
域
分
担
金
に
つ
い
て
前
年
度

ま
で
実
施
し
て
い
た
繰
替
運
用
（
分
担
金
額

を
一
時
的
に
減
額
し
、
そ
の
分
を
後
年
度
に

計
上
負
担
す
る
方
法
）
を
や
め
、
通
常
の
方

法
に
戻
し
た
こ
と
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

　

戸
籍
事
務
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、

国
の
緊
急
雇
用
事
業
に
よ
る
賃
金
や
委
託
料

が
増
額
と
な
り
、
約
１
，
９
０
０
万
円
の
伸

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
の
う
ち
町
の
単
独
事
業
分

は
、
国
の
緊
急
対
策
に
よ
り
20
年
度
へ
前
倒

し
し
た
た
め
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
流

雪
溝
整
備
や
美
し
い
森
林
づ
く
り
事
業
（
間

伐
）な
ど
の
補
助
事
業
分
が
増
加
し
た
た
め
、

前
年
度
よ
り
約
４
，
５
０
０
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
、
老
人
保
健
事

業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事

業
分
は
人
件
費
の
減
額
や
制
度
改
正
に
よ
り

前
年
度
比
減
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
介
護

保
険
事
業
と
後
期
高
齢
者
事
業
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
保
険
給
付
費
の
伸
び
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
前
年
度
よ
り
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
診
療
所
に
係
る
分
は
１
億
９
，
９
５

４
万
円
と
前
年
度
並
み
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
一
般
会
計
に
占
め
る
割
合

は
高
く
、
今
後
も
利
用
者
数
の
増
減
に
よ
っ

て
、
町
の
財
政
運
営
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
「
金
山
ふ
る
さ
と
寄
附
」
に
よ
り
、

昨
年
12
月
末
ま
で
に
、
82
件
、
合
計
３
４
２

万
１
千
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附
者
の

用
途
希
望
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
、
21
年

度
事
業
分
配
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

人
材
育
成
事
業

・
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
塾
研
修
派
遣（

30
万
円
）

健
康
づ
く
り

・
健
康
づ
く
り
推
進
事
業　
　
　
（
11
万
円
）

産
業
振
興

・
園
芸
農
業
育
成
支
援
事
業（

80
万
3
千
円
）

・
地
産
池
消
推
進
事
業　
　
（
30
万
2
千
円
）

定
住
交
流

・
街
並
み
景
観
づ
く
り
１
０
０
年
運
動

（
19
万
5
千
円
）

教
育
文
化

・
金
山
育
英
会
運
営
費
補
助
事
業

（
１
５
０
万
円
）

・
ふ
る
さ
と
壁
画
制
作　
　
（
21
万
1
千
円
）

　

町
で
は
、
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
今
後
５
ケ
年
の
財
政
計
画
を
策

定
し
、財
政
指
標
の
予
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
経
常

収
支
比
率
は
90
％
以
下
で
年
々
減
少
す
る
よ

う
に
努
め
、
実
質
公
債
費
比
率
は
町
債
発
行

の
抑
制
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
い
く
も
の
と

推
測
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
全
体
（
水
道
事
業
の
資
本
的
収

支
を
除
く
）
で
は
、
１
億
５
５
２
万
円
の
大

幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
保
事
業
勘
定
で
最
上
広
域
連

合
へ
の
負
担
金
が
４
，
３
７
６
万
円
、
37
・

０
％
減
額
し
、国
保
直
営
診
療
施
設
勘
定（
診

療
所
分
）
は
、
診
療
所
の
最
大
限
の
経
営
努

力
を
前
提
に
５
，
２
０
６
万
円
少
な
い
予
算

規
模
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
老
人
保
健
事

業
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
、
今

後
平
成
20
年
３
月
診
療
分
ま
で
に
限
っ
た
取

扱
い
と
な
る
た
め
、
前
年
比
９
，
９
９
４
万

円
減
、
率
と
し
て
98
・
１
％
減
と
な
っ
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
等

の
給
付
費
が
約
８
，
８
０
０
万
円
と
大
幅
な

伸
び
が
見
込
ま
れ
、
１
億
２
５
９
万
円
の
増

額
し
ま
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
町
債
の
繰
上
償

還
の
た
め
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
除

い
た
実
質
的
な
予
算
額
は
人
件
費
の
減
額
に

よ
り
、
前
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
も
同
じ
く
、
人
件
費
の
減
額

に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
資
本
的
収
支
で
も
、
緊

急
時
用
連
絡
管
整
備
が
終
了
し
、
１
億
８
４

０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
負
担
比
率
も
、
町
債
残
高
の
減
少
や

職
員
数
の
減
少
に
よ
り
さ
ら
に
低
く
な
る
も

の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
財
政
健
全
化
に
向
け
て
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
指
標
は
国

の
地
方
交
付
税
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
毎
年
財
政
計
画
を
見
直
し
な
が
ら
、

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

町
債
の
残
高
は
、
一
般
会
計
分
で
20
年
度

末
で
は
約
37
億
円
、
21
年
度
末
で
は
35
億
５

千
万
円
程
度
に
減
少
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
分
を
含
め
た
全
会
計
の

合
計
で
は
、20
年
度
末
で
約
69
億
９
千
万
円
、

21
年
度
末
で
は
約
66
億
９
千
万
円
に
減
少
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
う
ち
約
43
％
は
、
国
か
ら

交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

最
上
８
市
町
村
の
21
年
度
末
に
お
け
る
全

会
計
分
の
市
町
村
債
残
高
見
込
み
を
見
る

と
、
金
山
町
は
少
な
い
ほ
う
か
ら
３
番
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
債
残
高
は
、
引
き
続
き
適
正
な
財
政
運

営
を
進
め
る
こ
と
で
、
緩
や
か
に
で
は
あ
り

ま
す
が
減
少
し
て
い
く
と
推
測
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾

け
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
な

が
ら
、
堅
実
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
行
政
運
営

に
努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
21
年
度
の
町
づ
く

り
テ
ー
マ
へ
向
け
、
一
歩
一
歩
着
実
に
元
気

の
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

金
山
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
運
営
を

公　

債　

費

補　

助　

費

物　

件　

費

投
資
的
経
費

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

人　

件　

費

町　
　
　

債

特
別
会
計
総
額
は

　

総
額
15
億
５
，
６
９
７
万
円

国
民
健
康
保
険
と
老
人
保
健
が
大
幅
減

金
山
ふ
る
さ
と
寄
附
充
当
事
業

〜　

温
か
な
ご
支
援
を
形
に　

〜

・（　　　）内は水道事業会計の資本的収支です。
・一般会計158,800千円、農業集落排水事業会計25,300千円、水道会計61,000千円の借換債を含みます。
・一般会計159,046千円、農業集落排水事業会計25,395千円、水道会計61,167千円の繰上償還金を含みます。

平成21年度　会計別予算総括表

老 人 保 健 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

路 線 バ ス 事 業 特 別 会 計
農業集落排水事業特別会計
（上記のうち借換債を除いた計）
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計（資 本 的 収 支）
（上記のうち借換債を除いた計）
水 道 事 業 会 計（収 益 的 支 出）

会 計 名
一 般 会 計
（上記のうち借換債を除いた計）

特　別　会　計

合　　計

国民健康保険特別会計

資本的収支
（借換債除く）
上記以外計
（借換債除く）
事 業 勘 定

直 診 勘 定

資本的収支
（借換債除く）
上記以外計
（借換債除く）

3,109,000
2,950,200
（114,800）
（53,800）
1,556,970
1,531,670
74,480

453,160

1,930

53,320

550,300

12,640
80,530
55,230
140,680

（114,800）
(53,800）
189,930

（114,800）
（53,800）
4,665,970
4,481,870

2,981,000
2,893,000
（223,231）
（223,231）
1,662,490
1,644,790
118,240

505,220

101,870

58,870

447,710

11,740
76,310
58,610
148,780

（223,231）
（223,231）
193,750

（223,231）
（223,231）
4,643,490
4,537,790

128,000
57,200

（△ 108,431）
△ 169,431
△ 105,520
△ 113,120
△ 43,760

△ 52,060

△ 99,940

△ 5,550

102,590

900
4,220

△ 3,380
△ 8,100

（△ 108,431）
△ 169,431
△ 3,820

（△ 108,431）
△ 169,431

22,480
△ 55,920

4.3
2.0

（△ 48.6）
△ 75.9
△ 6.3
△ 6.9
△ 37.0

△ 10.3

△ 98.1

△ 9.4

22.9

7.7
5.5

△ 5.8
△ 5.4

（△ 48.6）
△ 75.9
△ 2.0

（△ 48.6）
△ 75.9

0.5
△ 1.2

比　　較　　増　　減平成21年度（千円）平成20年度（千円） 金　額（千円） 増減率（％）


